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思した 50の用例の内、グループ Eの 4例以外;士、話者の主張の






5. 1. 1. I"'_'といっても過言ではない」の《主張》パターン
[ 1 ] ~ [Vl ]は主な文形式を、ク守ループ A"-'Fは共起しやすい詰葉、表現形式を分類したも
のである。
5. 1. 2.グループ A強調包限定語葉を伴う《主張》
「~とし1っても過言ではなしリの前に、強調話葉(









に I~ と言っても過言ではない」を用し\ることで、 -J主は強調された《主張》が緩和され
る。
5. 1. 3.グループ B比況型《主張》










5. 1. 4グループ C否定的・限定的命題内容型《主張》
I~ とし\っても過言ではない」の前に、 I~ に過ぎなしリや「ほとんど~なしリなどの表現
で、命題を(部分)否定したり、限定的語葉を用いているタイプ。





(7)の例は、 I~ にすぎなしリを用し 1 た話者が在定的評価を下した主張命題内容の文で














ばかりだとし 1 っても過言ではないでしょう。(~ 17ニと~)
[IVJのような高Ij助詞は、 1'"'-'ばかり j のほかにも、 1'"'-'のみJ1 ""-'そのもの」なども使用
例があった。 (9)の例では、 1"-'ばかり」を使用することで、一旦限定された主張命題内容
を、文末の 1'"'-'と言っても過言ではなし¥Jが緩和している口








I~ '"'--'と言っても過言ではなしリを使用している D そのことにより限定的《主張》を緩和し
ている。
5. 1. 6.グループ E現状断定型《主張))/命題提示断定型《主張》
採取例の中で、 50例中 25例、全体の 50%を占めた最も多く出現した型である。話者の
《主張》は現状を断定した強いものである。そのパターンは主として次の 2つに分けられ
る。
5. 1. 6. (a)現状断定型《主張》
( 11) 1のですJは、 iヨ本語の表現法、日本人の思考法を奥深いところで支配しており、
「のです」の問題は日本語の文法全体の問題であるといっても過言ではない。
(~現代~)




(b) は!司じ現状断定型であるが、 (a) が話者の結論帰結部に r~ といっても過言ではない」
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